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奈
良
・藤
原
京

跡
左
京
二
条
二
坊

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
醍
醐
町

・
高
殿
町

調
査
期
間
　
　
第

一
〇
九
次
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
入
月
―

一
〇
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
蔦
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

調
査
担
当
者
　
代
表
　
黒
崎
　
直

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代

。
藤
原
宮
期
前
後

。
中
世
以
降

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
耳
成
山
の
南
東
、
左
京
二
条
二
坊
西
北
坪
に
位
置
し
、
西
辺
は
東

一
坊
大
路
東
側
溝
に
か
か
る
。
公
衆
浴
場
店
舗
建
設
に
伴
い
、
二
六
〇
〇
♂
を

発
掘
し
た
。

検
出
遺
構
の
う
ち
藤
原
宮
期

前
後
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、

掘
立
柱
建
物
二
人
棟
、
掘
立
柱

塀
、
井
戸
等
が
あ
る
。
比
較
的

小
規
模
な
掘
立
柱
建
物
が
散
在

す
る
点
が
特
徴
と
い
え
る
。

遺
構
は
方
位
や
重
複
関
係
か

ら
四
時
期
に
細
分
で
き
る
。
木

(桜井・吉野山)



簡
が
出
土
し
た
の
は
第

一
期
に
属
す
る
井
戸
Ｓ
Ｅ
九

一
四
九
で
あ
る
。
素
掘
の

井
戸
で
、
直
径
約
二
ｍ
、
遺
構
検
出
面
か
ら
丼
戸
底
部
ま
で
の
深
さ
は

一
・

五
ｍ
以
上
。
調
査
地
北
部
に
東
に
開
く

「
コ
」
字
状
に
並
び
立

つ
小
規
模
建
物

三
棟
に
よ
っ
て
取
り
囲
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
建
物
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

井
戸
埋
土
中
よ
り
、
飛
鳥
Ⅳ
Ｉ
Ｖ
に
属
す
る
土
師
器
、
須
恵
器
が
出
土
し
た
。

木
簡
は
堆
積
層
下
層
の
黒
灰
色
粘
土
層
か
ら
、
木
片
、
骨
片
、
籠
編
物
の
断
片

な
ど
と
と
も
に
三
点
が
出
土
し
た

（
『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
五
で
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
九

一
四
七
か
ら
木
簡

一
点
が
出
上
し
た
と
報
じ
て
い
る
が
、
木
簡

で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
）
。

８
　
木
簡
の
内
容

。
釈
文

い
ず
れ
も
削
暦
の
細
片
で
あ
り
、
釈
読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
五

０
一Ｏ
Ｑ

一年
）

同

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇

一
』
０
一〇
〇
一
年
）

（竹
内
　
一元
）




